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クラスター
小規模農家向け市場
志向型農業振興（SHEP）

アフリカ稲作
振興（CARD）

東南アジア
地域FVC構築

島嶼国水産
ブルーエコノミー

家畜衛生強化を通じた
ワンヘルスの推進

主要な取組
包摂的なフードバリューチェーン

（FVC）の構築
稲作振興

水産資源の
管理・活用

畜産振興・
家畜衛生強化

（全地域対象）

（重点地域）

クラスター 東南

アジア
大洋州 東

アジア

中央

アジア

南

アジア
中南米 アフ

リカ
中東 欧州

SHEP 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東南アジアFVC 〇

CARD 〇

水産 〇 〇 〇 〇 〇

家畜衛生 〇 〇 〇 〇

クラスター対象地域

注：島嶼国水産クラスターは大洋州、カリブ、インド洋地域などの島嶼国を対象。

グローバル・アジェンダ「農業・農村開発」と
クラスター、対象地域

• 農家の所得向上及び農村部の経済活性化を通じ、農村部の貧困削減
を実現する。

• 食料の安定的な生産・供給を通じ、食料安全保障を確保する。

グローバル・
アジェンダ



Food Value Chain（FVC）とは

（農林水産省グローバル・フードバリューチェーン戦略より ）

• フードバリューチェーンの構築とは、農林水産物の生産か
ら製造・加工、流通、消費に至る各段階の付加価値を高め
ながらつなぎあわせることにより、食を基軸とする付加価値
の連鎖をつくること

• これにより、フードバリューチェーン全体でより大きな付加
価値を生み出し、バリューチェーンを構成する生産者、製造
業者、流通業者、消費者により大きな付加価値をもたらす
ようにしていくこと

生産、加工、流通、消費の各段階において、
コストを削減and/or付加価値を生むことを目指す



東南アジア地域FVC構築クラスターの目的（案）

東南アジア地域における包摂的且つ持続可能なフー
ド・バリューチェーン（FVC）を構築し、もって農村部住
民の生計向上及び安定した食料の供給に貢献する。

• 包括的：小規模農家が公正な便益を得られる。FVC
関連産業により雇用創出効果が見込める。

• 持続可能なFVC：①温室効果ガスの排出増加、農
地汚染、所得格差拡大、児童労働等の社会・環境面
も考慮、②付加価値の増大が一過性ではなく自立
発展すること。



背景

• 経済成長に伴う中間層の拡大により、食に対する消
費者ニーズが多様化・増大。新たなビジネスチャンス
が創出されている。

• 経済成長に伴い、流通インフラ、投資環境が改善。

• 多くの途上国における食料生産は小規模農家が支
えている。

• 農業以外の産業の発展が加速。農村部と都市部の
所得格差が顕在化。

安定的な食料供給、格差是正、過度な都市化の回避
等のため、小規模農家、農村部の農業セクター従事者
の生計向上が必要。



FVC関係者
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FVC構築のボトルネックに対する解決策

• 人材育成（農家、政府・民間のFVC関係者）

• 組織化・組織強化

• 制度整備

• イノベーションの推進

• インフラ整備

• 民間投資促進

• 情報の非対称性の緩和
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東南アジアFVC構築：案件のイメージ

バリューチェーン間の繋がりを意識した協力。そのうえで、以
下の要素を含むもの。

• バリューチェーン関係者の情報の非対称性の改善に取り
組むもの。

• バリューチェーン関係者（小規模農家、農業投入資機材提
供者、流通業者など）や段階（生産、収穫後処理、加工、流
通等）の強化。

• バリューチェーンが機能するための制度、基準、インフラ等
の整備（保証種子、食品安全基準、灌漑施設、保管・加工
施設整備、道路整備等）。

• バリューチェーン関係者の生産性向上に資するサービス・
生産技術の改善（農家の金融アクセス改善、DX活用等）。



20０９年以降に採択された農業プロジェクト

スキーム 数 備考

技術協力プロジェクト 51SATREPS含む

円借款 14
灌漑9、農業向け資金
アクセス改善など

無償資金協力 5
灌漑2、畜産１、人材
育成1、農業機械・農
村道路1

民間連携事業
（中小企業支援型）

132
*
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*中小企業支援型はカテゴリーが多岐にわたる事業もあるため、農業プロジェクトと
位置付ける事業の数は参考値。



技術協力プロジェクトの対象国
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技術協力プロジェクトの対象分野
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民間連携事業（中小企業支援型）分野
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今後に向けて

• FVC構築に寄与する協力の実施。

• FVC構築に関する協力事例の分析、FVC関
係者との意見交換等を通じて、東南アジア地
域FVC構築クラスターの内容を精査・整理。



ご清聴どうもありがとうございました。
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